
全
国
に
広
が
る
香
友
会
支
部
活
動

愛媛支部 ２
．全
国
に
広
が
る
香
友
会
支
部
活
動
〜
新
し
い
支
部
、

　
　

ブ
ロ
ッ
ク
活
動
〜

平
成
24
年
か
ら
平
成
27
年
に
か
け
て
石
川
・
愛
媛
・
岐
阜
・
山
梨
・
富
山
・
福
井
の
6
支
部
が
新
設
さ
れ
、

北
海
道
か
ら
沖
縄
県
ま
で
全
国
47
都
道
府
県
に
支
部
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

全
て
の
支
部
を
10
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
た
ブ
ロ
ッ
ク
で
の
活
動
も
始
ま
り
ま
し
た
。

新
し
い
支
部
の
立
ち
上
げ
か
ら
現
在
ま
で
に
至
る
活
動
の
歩
み
と
、
こ
れ
ま
で
の
ブ
ロ
ッ
ク
活
動
を

紹
介
し
ま
す
。が

ん
ば
り
ま
っ
し
ょ
い
！ 

香
友
会
愛
媛
支
部

逸
見
幾
代
学
部
昭
和
47
年
卒
業
、
大
学
院
修
士
昭
和
49
年
修
了

院
修
了
後
、
東
京
都
内
の
短
期
大
学
を
ス
タ
ー
ト
に
中
四
国
の

管
理
栄
養
士
・
栄
養
士
養
成
校
に
47
年
間
勤
務
。現
在
、沖
縄
大

学
教
授
、松
山
東
雲
短
期
大
学
・
高
知
県
立
大
学
名
誉
教
授
、香

友
会
愛
媛
支
部
長

　

平
成
24
年
４
月
下
旬
、
若
草
の
緑
ま
ぶ

し
い
松
山
城
下
の
松
山
全
日
空
ホ
テ
ル

（
現
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
ホ
テ
ル
松
山
）
に

お
い
て
新
設
「
愛
媛
支
部
」（
総
勢
40
名

ほ
ど
）
は
誕
生
し
ま
し
た
。

　

当
時
、
結
成
前
々
年
に
沖
縄　

首
里
城

で
恩
師
の
当
時
の
香
友
会
会
長
吉
田
企
世

子
先
生
に
お
声
が
け
い
た
だ
き
、
四
国
の

中
で
支
部
未
結
成
の
１
県
と
し
て
結
成
の

運
び
に
至
り
ま
し
た
。
現
在
、
那
覇
市
で

お
仕
事
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

が
、こ
れ
も
不
思
議
な
ご
縁
の
よ
う
で
す
。

ま
た
、
山
下
静
江
会
長
も
私
と
同
じ
職
種

で
、
萬
翠
荘
に
て
中
四
国
支
部
の
意
見
交

換
会
で
「
支
部
活
動
の
あ
り
方
」
に
つ
い

て
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
持
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
何
と
約
半
世
紀
前
の
大

学
院
学
友
が
、
新
し
い
磯
田
厚
子
会
長
で

す
。
こ
の
よ
う
な
ご
縁
の
結
び
つ
き
は
、

創
立
者
の
香
川
綾
先
生
、
学
園
長
の
芳
子

先
生
、
そ
し
て
現
理
事
長
・
学
長
の
明
夫

先
生
へ
と
つ
な
が
り
、私
た
ち
の
「
強
み
」

に
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
す
。「
実
践
可

能
な
栄
養
学
。
健
康
を
支
え
る
食
。
毎
日

の
暮
ら
し
の
中
で
実
践
。
そ
の
た
め
の
学

び
を
続
け
る
こ
と
。
今
か
ら
で
も
そ
の
お

勉
強
を
は
じ
め
る
こ
と
。」　

現
在
の
コ
ロ

ナ
禍
に
お
い
て
、
こ
の
お
言
葉
を
活
か
し

て
活
動
に
つ
な
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
す
。

　

平
成
29
年
４
月
、
香
友
会
四
国
ブ
ロ
ッ

ク
・
支
部
合
同
研
修
会
で
香
川
明
夫
学
長

先
生
の｢

香
川
栄
養
学
園
の
現
在
と
こ
れ

か
ら
」
を
拝
聴
し
、
私
た
ち
に
こ
れ
か
ら

で
き
る
こ
と
は
？ 

と
会
員
間
の
活
動
と

し
て
取
り
上
げ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ

の
活
動
の
令
和
２
年
は
じ
め
ま
で
を
ご
紹

介
と
は
お
こ
が
ま
し
い
の
で
す
が
、
記
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

　

そ
の
活
動
は
、「
地
域
栄
養
管
理
〜
野

菜
の
摂
取
量
を
増
や
そ
う
！
」
に
乗
っ
て

ま
ず
は
、「
支
部
会
員
の
平
均
的
な
１
日

の
野
菜
摂
取
量
の
概
略
を
算
出
し
、
野
菜

の
有
効
な
摂
取
の
仕
方
な
ど
」
を
話
し
合

い
ま
し
た
。
そ
の
野
菜
の
摂
り
方
の
普

及
で
、「
お
弁
当
を
つ
く
り
、
販
売
し
た

い
」
と
活
動
計
画
を
話
し
合
っ
て
い
る
と

き
に
、
コ
ロ
ナ
禍
！
に
遭
遇
。
現
時
点
で

は
、
お
弁
当
に
変
わ
る
保
存
食
や
常
備
食

の
利
用
・
試
作
・
普
及
を
考
え
、
地
域
還

元
を
図
る
活
動
に
つ
な
い
で
い
く
こ
と
を

検
討
中
と
い
う
草
案
段
階
に
立
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
一
端
と
し
て
「
高
齢
者
の
緑
黄

色
野
菜
、
食
物
繊
維
源
の
摂
取
不
足
を
解

消
す
る
た
め
の
手
軽
に
摂
取
で
き
る
方
法

を
調
査
」、
そ
の
た
め
の
具
体
的
検
討
項

目
を
あ
げ
た
と
こ
ろ
で
し
た
。
こ
れ
も
計

画
止
ま
り
に
。
コ
ロ
ナ
の
終
息
を
待
っ

て
、
実
施
し
て
い
き
た
い
と
。
そ
の
時
が

く
る
ま
で
、
会
員
間
そ
れ
ぞ
れ
が
、
い
ろ

い
ろ
な
媒
体
・
機
会
を
利
用
し
て
、
自
己

研
鑽
を
続
け
る
よ
う
に
連
携
を
と
っ
て
い

き
た
い
も
の
で
す
。
そ
こ
に
若
い
卒
業
生

平成29年　四国ブロック・支部合同研修会 平成25年　研修会にて
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岐阜支部 全
国
に
広
が
る
香
友
会
支
部
活
動

が
、
ご
家
族
の
地
元
愛
媛
に
Ｊ
タ
ー
ン
。

支
部
の
総
務
的
な
活
動
を
笑
顔
で
手
際
よ

く
頑
張
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
お
元

気
な
生
の
う
れ
し
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
寄

せ
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。「
私
に
と
っ

て
香
友
会
愛
媛
支
部
の
皆
さ
ん
と
の
交
流

は
、
愛
媛
で
管
理
栄
養
士
と
し
て
働
く
た

め
に
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
す
。
東
京
や

埼
玉
で
女
子
栄
養
大
学
を
卒
業
し
、
地
方

で
管
理
栄
養
士
と
し
て
働
こ
う
と
思
う
人

に
と
っ
て
、
香
友
会
は
特
に
大
き
な
存
在

だ
と
感
じ
て
い
ま
す
」
と
。

　

平
成
24
年
の
春
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

突
然
、
１
通
の
葉
書
が
届
き
ま
し
た
。
そ

こ
に
は
香
友
会
岐
阜
支
部
長
を
受
け
て
ほ

し
い
、
そ
し
て
昭
和
30
年
卒
業
の
先
輩
に

補
佐
を
お
願
い
で
き
て
い
る
か
ら
と
の
こ

と
で
し
た
。

　

何
で
私
が
？
と
。
な
ぜ
な
ら
ば
卒
業
以

来
母
校
に
対
し
て
年
会
費
を
納
め
る
だ
け

で
何
の
お
返
し
も
で
き
て
い
な
い
私
…
、

で
も
私
が
出
来
る
こ
と
な
ら
お
受
け
し
な

け
れ
ば
と
い
う
思
い
で
し
た
。

　

後
々
の
話
に
よ
り
ま
す
と
、
支
部
長
を

  

支
部
活
動
の
意
義
は
、「
言
う
は
易
し
、

お
こ
な
う
難
し
！
」
で
す
が
、
愛
媛
と
い

う
地
域
性
、
特
に
東
西
に
延
び
た
各
地
の

特
産
、
食
生
活
の
特
徴
な
ど
の
現
状
を
会

員
間
で
理
解
・
共
有
し
、
地
元
の
健
康
環

境
を
整
え
、
健
康
・
長
生
き
で
き
る
よ
う

に
還
元
し
て
い
く
こ
と
が
理
想
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

愛
媛
支
部
一
同
、
愛
媛
県
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
み
き
ゃ
ん
ち
ゃ
ん

の
よ
う
に
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
た
っ
ぷ
り
で
頑

張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

引
き
受
け
る
人
が
い
な
く
て
困
っ
て
い
た

と
の
事
。
こ
ん
な
経
緯
で
平
成
24
年
６
月

３
日
に
岐
阜
駅
に
あ
り
ま
す
岐
阜
キ
ャ
ッ

ス
ル
イ
ン
で
当
時
の
香
友
会
会
長
を
さ
れ

て
い
た
吉
田
企
世
子
先
生
を
お
招
き
し
て

支
部
発
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

支
部
発
会
で
は
吉
田
先
生
に
「
野
菜
の

摂
取
で
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
」
と
題
し
て

講
義
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
栄
養
学

か
ら
離
れ
て
い
た
私
に
と
っ
て
全
て
が
新

鮮
で
興
味
深
い
も
の
で
し
た
。卒
業
生（
約

50
名
）
全
員
に
連
絡
し
た
の
で
す
が
、
10

名
の
出
席
で
遠
く
は
高
山
か
ら
も
出
席
い

た
だ
き
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
役
員
の
取
り
決
め
、
岐
阜
支
部

の
規
約
な
ど
を
作
成
し
会
費
１
０
０
０
円

を
徴
収
す
る
こ
と
と
し
、
お
か
げ
さ
ま
で

皆
様
の
ご
協
力
で
一
応
の
運
営
資
金
と
し

て
通
信
費
に
充
て
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

毎
年
開
催
の
全
国
支
部
長
会
議
に
支
部

長
と
し
て
初
め
て
出
席
し
、
駒
込
校
舎
で

学
ん
だ
私
は
昭
和
37
年
の
短
大
卒
業
以
来

50
年
ぶ
り
に
訪
れ
た
坂
戸
の
母
校
に
足
を

踏
み
入
れ
、
広
大
で
素
晴
ら
し
く
、
清
潔

な
キ
ャ
ン
パ
ス
に
驚
い
た
と
共
に
母
校
の

発
展
ぶ
り
に
誇
り
を
覚
え
た
こ
と
で
し
た
。

　

以
下
、
支
部
の
活
動
を
時
系
列
で
振
り

返
っ
て
み
ま
す
。

平
成
24
年

４
月
開
設
準
備
役
員
会
、
６
月
支
部
発
会

（
吉
田
企
世
子
先
生
ご
講
演
「
野
菜
の
摂

香
友
会
岐
阜
支
部
を
振
り
返
っ
て

杉
山
博
子
短
大
昭
和
37
年
卒
業

公
益
財
団
法
人
モ
ラ
ロ
ジ
ー
道
徳
教
育
財
団
中
日
本
セ
ン
タ
ー
長
を

平
成
24
年
よ
り
４
年
間
奉
職
、
現
在
上
記
セ
ン
タ
ー
教
育
相
談
員
、

な
ら
び
に
セ
ン
タ
ー
と
自
宅
で
書
道
指
導
を
お
こ
な
う
。
親
族
の
会
社（
電

子
部
品
製
造
業
）監
査
役
、岐
阜
支
部
長

取
で
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
」）、
６
月
支
部

長
会
出
席
、
11
月
総
会
打
合
せ

平
成
25
年

５
月
支
部
総
会
（
島
崎
と
み
子
先
生
ご
講

演
「
江
戸
時
代
の
食
文
化
」）、
６
月
支
部

長
会
出
席

平
成
26
年

６
月
支
部
長
会
出
席
、
６
月
食
事
会
、
９

月
支
部
総
会

平
成
27
年

５
月
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
参
加
（
岐
阜

支
部
担
当
で
高
山
に
て
開
催
、
21
名
参

加
）、６
月
支
部
総
会
、６
月
支
部
長
会
出
席

平
成
28
年

４
月
多
治
見
修
道
院
見
学
、５
月
食
事
会
、

６
月
支
部
長
会
出
席
、
７
月
支
部
総
会
、

10
月
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
参
加
（
三
重

支
部
担
当
、
米
澤
亀
代
子
元
会
長
ご
講
演平成29年　研修会　香川靖雄先生ご講演

平成24年　支部発会　吉田会長を囲んで

- 22 -



山梨支部
「
卒
寿
を
迎
え
て
」）

平
成
29
年

４
月
役
員
会
、
６
月
支
部
長
会
出
席
、
７

月
支
部
総
会（
香
川
靖
雄
先
生
ご
講
演「
時

間
栄
養
学　

心
身
活
性
化
と
生
活
習
慣
病

予
防
の
た
め
に
」）、
10
月
中
部
ブ
ロ
ッ
ク

研
修
会
参
加
（
愛
知
支
部
担
当
、「
武
士

の
携
帯
食
・
兵
糧
丸
」）

平
成
30
年

６
月
支
部
長
会
出
席
、
７
月
支
部
総
会
、

10
月
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
参
加
（
山
梨

支
部
担
当
、
奥
脇
義
行
先
生
ご
講
演
「
発

酵
食
品
と
健
康
の
維
持
・
増
進
」）

令
和
元
年

６
月
支
部
長
会
出
席
、
10
月
中
部
ブ
ロ
ッ

ク
研
修
会
参
加
（
静
岡
支
部
担
当
、
五
明

紀
春
先
生
ご
講
演「
女
子
栄
養
大
学
の
今
・

そ
し
て
こ
れ
か
ら
」）

 

支
部
発
足
の
約
1
年
前
、
事
務
局
か
ら

1
本
の
電
話
が
入
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

支
部
立
ち
上
げ
を
要
請
す
る
も
の
で
し

た
。
当
時
、
私
は
定
年
退
職
ま
で
5
年
余

り
と
、
現
役
で
多
忙
な
日
々
を
過
ご
し
て

い
ま
し
た
の
で
、
卒
業
生
に
家
庭
科
教

員
は
多
く
は
な
い
だ
ろ
う
に
な
ぜ
？ 

多

く
が
就
く
栄
養
士
の
方
が
適
任
で
は
？ 

と
、
様
々
な
疑
問
を
感
じ
な
が
ら
、
支
部

立
ち
上
げ
受
諾
の
返
事
を
躊
躇
し
て
い
ま

し
た
。
丁
度
、
香
友
会
で
は
全
国
に
支
部

を
設
立
す
る
と
い
う
目
標
に
邁
進
し
て
い

る
時
期
で
し
た
の
で
、
何
度
と
な
く
、
事

務
局
か
ら
メ
ー
ル
や
お
手
紙
で
ご
連
絡
を

い
た
だ
き
、
挙
げ
句
は
当
時
の
香
友
会
会

長
の
吉
田
企
世
子
先
生
か
ら
直
筆
の
お
手

紙
ま
で
頂
戴
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
結
局
、
山
梨
県
で
学
校
栄
養
士

の
中
心
的
な
お
仕
事
を
さ
れ
て
い
た
先
輩

を
ご
紹
介
い
た
だ
き
、
高
校
の
家
庭
科
教

員
の
集
ま
り
で
知
り
合
っ
た
先
輩
と
後
輩

に
も
協
力
を
お
願
い
し
、
支
部
立
ち
上
げ

が
始
動
し
ま
し
た
。
な
ぜ
私
に
白
羽
の
矢

が
立
っ
た
の
か
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
栄
養
大
に
進
学
し
た
教
え
子
の
推
薦

か
、
進
路
指
導
で
お
目
に
か
か
っ
た

栄
養
大
広
報
の
方
の
ご
紹
介
か
と
勝

手
に
想
像
し
て
い
ま
す
。
教
え
子
や
仕

事
仲
間
に
同
窓
生
が
い
た
り
、
後
に
、

大
学
の
地
区
説
明
会
で
同
窓
生
に
出

会
っ
た
り
し
た
こ
と
が
今
に
繋
が
り
、

支
部
の
役
員
と
し
て
多
く
の
協
力
や

助
け
を
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
感

謝
す
る
と
と
も
に
、
人
の
縁
の
不
思

議
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

山
梨
支
部
は
平
成
24
年
12
月
に
誕

生
し
、
今
年
は
10
周
年
を
迎
え
ま
す
。

支
部
活
動
は
年
に
１
回
、
総
会
・
研

修
会
・
懇
親
会
を
併
せ
る
形
で
実
施

し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
研
修

の
概
要
は
、
表
に
示
す
と
お
り
で
す
。

支
部
設
立
の
会
に
は
、
当
時
の
香
友

会
会
長
の
吉
田
企
世
子
先
生
と
学
長

の
香
川
芳
子
先
生
と
お
二
人
が
お
揃

　

平
成
24
年
の
支
部
発
足
以
来
10
年
を
経

過
い
た
し
ま
し
た
。
振
り
返
っ
て
み
ま
す

に
、
年
１
回
の
支
部
総
会
の
案
内
を
全
員

に
い
た
し
ま
す
が
、
な
か
な
か
参
加
が
難

し
い
状
況
で
す
。
対
策
と
し
て
講
師
は
？ 

テ
ー
マ
は
？ 

と
考
慮
す
る
の
で
す
が
…
。

　

中
部
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
の
開
催
が
５
県

一
巡
い
た
し
ま
し
た
。
開
催
に
つ
い
て
は

賛
否
両
論
で
す
。

　

こ
の
１
〜
２
年
、
支
部
行
事
も
コ
ロ
ナ

の
た
め
中
止
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
コ
ロ

ナ
収
束
後
ま
た
、
学
び
の
懇
親
の
場
を
作

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
岐
阜

県
か
ら
の
卒
業
生
が
極
端
に
少
な
く
、
そ

の
上
現
在
の
役
員
が
高
齢
化
し
て
い
ま
す

の
で
、
今
後
の
在
り
方
に
一
考
を
要
す
る

の
が
近
々
の
課
題
と
思
い
ま
す
。

細
く
長
く  

支
部
10
年
の
歩
み  
そ
し
て

渡
辺
祐
子
学
部
昭
和
53
年
卒
業
、
大
学
院
修
士
昭
和
56
年
修
了

34
年
間
、
県
立
高
校
家
庭
科
教
諭
と
し
て
勤
務
。
そ
の
間
、
全
国
高
等
学
校

家
庭
科
技
術
検
定
専
門
委
員
、
山
梨
県
高
等
学
校
教
育
研
究
会
家
庭
部
会

理
事
長
を
務
め
る
。
定
年
退
職
後
、
高
校
と
山
梨
秀
峰
調
理
師
専
門
学
校
講

師
と
し
て
勤
務
し
、現
在
に
至
る
。山
梨
支
部
長

回 開催日 研 修 内 容・ 講 師 参加者数

１ H24.12 設立記念講演：「香川栄養学園の歩み・食と健康」
女子栄養大学学長  香川芳子先生

20名

２ H25.7 講演：「ブルーベリーと共に　～ブルーベリー栽培25年の歩み～」
畑見学とジャム作り実習　　     私のジャム工房経営  中村良浩様・久美様

10名

３ H26.10 見学体験：「富士山信仰 御師の食事と生活」御師料理試食
御師民宿筒屋経営　小澤恵美子様

10名

４ H27.9 講演：「アレルギーや糖尿病の方が食べられるお菓子の開発」
シャトレーゼ白州工場見学　（株）シャトレーゼ商品開発部研究開発課課長  保坂徹様

16名

５ H28.11 設立5周年記念講演：「時間栄養学～心身活性化と生活習慣病予防のために～」
女子栄養大学副学長　香川靖雄先生

29名
うち山学短大生10名

６ H29.11 母校［坂戸 /駒込キャンパス］見学ツアー　案内：香友会事務局　村田純子様
松柏軒食事

10名

７ H30.10
中部ブロック研修会を兼ねて開催　研究テーマ：山梨の『食』を学ぶ
講演：「発酵食品と健康の維持・増進」女子栄養大学名誉教授  奥脇義行先生
サドヤワイナリー見学とテイスティング・郷土料理県産食材での懇親会

山梨15名
ブロック合計
35名

８ R1.9 講演：「薬膳の基礎知識・季節の薬膳」ミツエ・クッキングガーデン主催
初秋の薬膳料理実習　　　　     女子栄養大学生涯学習講師  倉持光江先生

12名

９ R2 コロナ禍のため未開催

香友会 山梨支部研修会一覧

平成24年　支部設立記念集合写真
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富山支部 全
国
に
広
が
る
香
友
会
支
部
活
動

い
で
ご
参
加
く
だ
さ
る
と
い
う
、
同
窓
生

に
と
っ
て
大
変
嬉
し
い
、
素
晴
ら
し
い
ス

タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。
吉
田
先
生
か
ら

は
、
支
部
活
動
は
細
く
て
も
長
く
続
け
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
い
う
お
言
葉

を
い
た
だ
き
、
こ
れ
を
信
条
と
し
て
活
動

し
て
き
ま
し
た
。
支
部
会
員
は
２
５
０
名

程
で
す
が
、
研
修
会
参
加
者
は
そ
の
１

割
に
も
届
か
ず
、
多
い
と
は
い
え
ま
せ

ん
。
で
す
が
、
毎
年
欠
か
さ
ず
参
加
し
て

く
だ
さ
る
常
連
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
一

方
で
、
そ
の
回
の
研
修
テ
ー
マ
に
興
味
を

持
っ
た
り
、
学
生
時
代
に
お
世
話
に
な
っ

た
先
生
と
の
再
会
を
楽
し
み
に
し
た
り

と
、
様
々
な
理
由
で
新
規
に
参
加
し
て
く

だ
さ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
り
、
懇
親
会
で

は
学
生
時
代
の
話
・
仕
事
の
話
等
々
、様
々

な
交
流
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
、

細
く
長
く
続
け
て
い
く
意
義
の
よ
う
に
も

感
じ
ま
す
。

　

昨
年
来
の
コ
ロ
ナ
禍
で
今
ま
で
通
り
の

支
部
活
動
で
は
開
催
が
難
し
い
状
況
が
生

ま
れ
て
い
ま
す
。
学
校
や
職
場
で
は
オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
や
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
が
お
こ

な
わ
れ
て
い
ま
す
し
、
支
部
活
動
の
あ
り

方
も
再
考
す
る
時
機
に
き
て
い
る
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
、
年
配
の
参
加
者
が

多
く
、
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
活
動
に
は
厳
し

さ
を
感
じ
ま
す
が
、
逆
に
Ｉ
Ｔ
活
用
術
に

長
け
た
若
い
方
を
巻
き
込
む
チ
ャ
ン
ス
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
何
れ
に
し
ろ
、
細
く
長
く

継
続
さ
せ
る
に
は
、
ま
ず
は
魅
力
あ
る
内
容

を
提
供
し
、
そ
の
時
代
に
合
っ
た
方
法
で
実

践
す
る
工
夫
が
必
要
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

富
山
支
部
は
、
平
成
25
年
に
設
立
し
、

会
員
数
は
70
名
で
す
。
令
和
4
年
に
は
記

念
す
べ
き
10
周
年
を
迎
え
ま
す
。そ
こ
で
、

こ
れ
を
機
に
こ
れ
ま
で
の
支
部
の
歩
み
を

振
り
返
り
ま
し
た
。

念
願
の
富
山
支
部
設
立
（
全
国
46
番
目
）

　

平
成
25
年
３
月
、
富
山
県
在
住
会
員
に

「
女
子
栄
養
大
学
香
友
会　

富
山
支
部
設

立
総
会
」
開
催
の
ご
案
内
が
、
届
き
ま
し

た
。
卒
業
し
て
34
年
過
ぎ
た
私
に
と
り
、

そ
の
驚
き
と
嬉
し
さ
は
今
も
忘
れ
ら
れ
ま

せ
ん
。
４
月
13
日
（
土
）、
ア
イ
ザ
ッ
ク

小
杉
文
化
ホ
ー
ル
に
お
い
て
富
山
支
部
設

立
総
会
が
開
催
さ
れ
、
永
森
清
枝
支
部
長

は
じ
め
新
役
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
会
で
は
、
香
友
会
会
長
の
吉
田
企

世
子
先
生
に
よ
る
「
野
菜
と
健
康
」
に
つ

い
て
の
最
新
情
報
あ
ふ
れ
る
講
義
に
、
学

生
時
代
の
新
鮮
な
気
持
ち
が
よ
み
が
え
り

ま
し
た
。
新
設
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
ま
だ

支
部
が
な
い
富
山
県
に
対
し
、
吉
田
会
長

か
ら
、
同
級
生
の
永
森
支
部
長
に
立
ち
上

げ
の
労
を
お
願
い
さ
れ
、
２
名
の
会
員
と

共
に
事
務
局
の
支
援
の
も
と
、
一
日
も
早

く
の
思
い
で
、
ど
う
に
か
全
国
46
番
目
の

設
立
に
こ
ぎ
つ
け
た
そ
う
で
す
。
短
期
間

で
の
準
備
は
、
大
変
と
い
う
よ
り
は
仲
間

と
過
ご
し
た
時
間
が
楽
し
い
思
い
出
に

な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

１
年
に
１
回
以
上
を
目
標
に
活
動

（
会
員
へ
の
案
内
を
大
切
に
）

　

支
部
総
会
は
、
毎
年
７
月
末
か
ら
８
月

少
し
ず
つ
積
み
上
げ
て
、
こ
れ
か
ら
も

林　

睦
美
学
部
昭
和
54
年
卒
業

女
子
栄
養
大
学
栄
養
学
部
栄
養
科
学
専
攻
卒
業
後
、
厚
生
連
高
岡
病
院
栄

養
管
理
部
に
て
、
給
食
管
理
、
病
態
栄
養
管
理
に
従
事
。
平
成
29
年
よ
り

厚
生
連
高
岡
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
に
て
、
健
康
相
談
や
特
定
保
健
指
導
を

お
こ
な
い
現
在
に
至
る
。
管
理
栄
養
士
、
富
山
支
部
長

に
開
催
し
て
い
ま
す
。
内
容
は
、
香
友
会

定
例
会
員
総
会
や
全
国
支
部
長
会
議
の
報

告
、
今
後
の
活
動
な
ど
で
す
。
親
睦
会
も

含
め
た
会
食
や
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
な
ど
形
式

は
い
ろ
い
ろ
で
す
。
時
に
は
、
講
演
会
や

料
理
教
室
も
開
催
し
て
い
ま
す
。
平
成
27

年
度
総
会
に
お
い
て
役
員
改
選
が
あ
り
支

部
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
へ
の
参
加

　

長
野
、
新
潟
、
富
山
、
石
川
、
福
井
支

部
で
構
成
さ
れ
る
北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
研
修

会
に
、平
成
27
年
か
ら
参
加
し
て
い
ま
す
。

平
成
27
年
新
潟
支
部
、
平
成
29
年
富
山
支

部
、
令
和
元
年
新
潟
支
部
で
開
催
さ
れ
、

支
部
や
会
員
間
で
の
交
流
は
、
同
窓
な
ら

で
は
の
学
び
の
原
点
を
感
じ
ま
す
。

　

平
成
29
年
富
山
支
部
で
の
ブ
ロ
ッ
ク
研

修
会
は
、
設
立
間
も
な
い
石
川
、
福
井
支

平成25年　設立総会にて

平成29年　北信越ブロック記念写真（五箇山にて）
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北陸の香友会会員

部
と
の
合
同
で
、
世
界
遺
産
の
五
箇
山
に

お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。
小
林
好
美
子
先

生
の
貴
重
な
講
演
を
多
数
の
参
加
者
と
と

も
に
拝
聴
し
、
無
事
に
終
了
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
各
支
部

は
じ
め
支
部
支
援
部
の
ご
協
力
の
お
か
げ

で
す
。
交
流
の
輪
を
作
る
こ
と
が
で
き
本

当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
会
員
の
力
は
大
き

く
温
か
い
と
参
加
す
る
た
び
に
感
じ
ま
す
。

香
友
会
富
山
支
部
活
動
の
意
義
と

今
後
に
つ
い
て

　

活
動
の
意
義
に
つ
い
て
は
特
別
な
も
の

は
な
く
、
こ
こ
に
富
山
支
部
が
あ
り
同
窓

の
仲
間
が
い
る
と
い
う
発
信
を
続
け
る
と

い
う
こ
と
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。
心

に
響
く
と
き
に
、
気
軽
に
参
加
で
き
る
場

を
作
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
令
和
元
年
の

総
会
に
初
め
て
新
卒
会
員
の
参
加
が
あ

り
、
役
員
一
同
大
喜
び
し
ま
し
た
。
さ
あ

こ
れ
か
ら
と
意
気
込
ん
で
い
た
矢
先
に
、

コ
ロ
ナ
禍
と
な
り
活
動
中
止
が
余
儀
な
く

さ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
こ
の
よ
う
な
状
態

が
続
き
ま
す
が
、
前
支
部
長
の
「
少
し
ず

つ
積
み
上
げ
て
い
く
」
と
の
言
葉
を
大
切

に
楽
し
い
支
部
活
動
を
進
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

香友会支部ブロック一覧
全国各地で近隣の複数支部が集まったブロックでの活動が活発にな
りました。企画運営を担当する支部を中心に、地域の特色を生かし
たプログラムが組まれ、多くの会員が参加して交流を図っています。
次のページでは平成 24 年度から実施されたブロック活動を一覧にし
て紹介します。

　この10年で、富山をはじめ石川、福井と北陸
地区の支部が新設されました。
　従来、北陸地区は在学在校生の数が少なく地元に帰って就職
する卒業生も少ないため、支部活動も少人数でとなりますが、
それぞれの支部で工夫を凝らし活動しています。また、北信越
ブロックの活動への参加などにより、北陸の会員の交流をおこ
なっています。

女子栄養大学、女子栄養大学短期
大学部には「保護者会」があり、
令和2年度に10周年を迎えました。
毎年、各地で「保護者の集い」が
開催され、開催地近隣の支部から
卒業生が参加しています。プログ
ラムには卒業生と保護者の交流会
があり、地元での就職の事など保
護者からの質問に卒業生が答える
など、情報交換の場となっています。

ブロック 支部（47支部）・同窓生の会

北海道 北海道

東　北 青森、岩手、秋田、山形、宮城、福島

北関東 茨城、群馬、栃木

南関東 埼玉、千葉、東京、神奈川

北信越 長野、新潟、富山、石川、福井

中　部 山梨、静岡、愛知、岐阜、三重

近　畿 滋賀、京都、奈良、大阪、兵庫、和歌山

中　国 岡山、広島、山口、鳥取、島根

四　国 香川、愛媛、徳島、高知

九　州 福岡、大分、長崎、佐賀、熊本、宮崎、鹿児島、沖縄

海　外 韓国同窓生の会

北陸の香友会会員大学・短期大学部
保護者会との
つながり

石川支部

福井支部

平成24年4月
石川支部設立総会にて
吉田会長（当時）ご講演

平成24年4月
福井支部設立総会にて
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全
国
に
広
が
る
香
友
会
支
部
活
動

年　度 ブロック名 活動年月日 担当支部 内　容 開催場所 参加人数

平成24年度 近畿 11/19（月） 兵庫 講演会（主催：NPO法人栄養医学協会）
「時間栄養学による糖尿病と慢性腎疾患の予防」
　講師：香川靖雄（女子栄養大学副学長）

兵庫県民会館：神戸市 211名
（会員外含む）

平成25年度 北関東 11/4・5
（月・火）

栃木 「湯葉に関する話」　
　講師：吉田企世子（女子栄養大学名誉教授、香友会会長）

日光東照宮　晃陽園、
日光千姫物語：日光市

会員：31名

近畿 11/14（木） 兵庫 「おいしい旬の食材をいかした家庭の食卓を
楽しみましょう」
　講師：高橋敦子（女子栄養大学名誉教授）

神戸市東灘区民センター：
神戸市

会員：32名、
会員外：1名

中国・
四国

10/18（金） 愛媛 「時間栄養学　part1：最近の栄養動向、生活
リズム、同窓会の係わりについて」
　講師：香川靖雄（女子栄養大学副学長）

ＫＫＲ道後　ゆづき：
松山市

会員：14名

平成26年度 北信越 10/25（土） 長野 「和食で豊かな心を」～今、この和食ブーム
だからこそ考えたいこと～
　講師：高橋敦子（女子栄養大学名誉教授）

もんぜんぷら座：長野
市

会員：39名

近畿 11/14（金） 兵庫 「京都の食事とテーブルマナー」
　講師：城戸我夜子（元香川栄養専門学校教授）

京都白河院：京都市 会員：29名

中国・
四国

11/1（土） 「時間栄養学と四群点数法による糖尿病と慢性腎疾
患の予防～食べ方を知るとこんなに違う～」
　講師：香川靖雄（女子栄養大学副学長）

高知大学岡豊キャンパ
ス：南国市

会員：11名
会員外：61名

九州 10/11（土） 熊本 平成26年度日本栄養・食糧学会　市民公開
フォーラム　「食べ物と健康を考える」
「時間栄養学」
　講師：香川靖雄（女子栄養大学副学長）他

熊本県立大学大ホール：
熊本市

会員：7名

平成27年度 南関東 10/25（日） 東京 「芥川龍之介をはじめ文芸家たちゆかりの料理
を治療食へ～都立駒込病院栄養科の挑戦～」
　講師：小松美佐子
　（都立駒込病院栄養科 管理栄養士）

女子栄養大学駒込校
舎、小松庵総本家駒込
本店：豊島区

会員：30名
学生会員：5名
会員外：24名

北信越 10/4・5
（日・月）

新潟 ものづくりのまち燕三条産業を訪ねる
「香川栄養学園・女子栄養大学の歩みと時代背景」
　講師：鈴木久乃（女子栄養大学名誉教授、元香友会会長）

燕産業史料館：燕市　
寺泊岬温泉「ホテル飛
鳥」：長岡市

会員：34名

中部 5/24・25
（日・月）

岐阜 親睦会：香友会中部5支部活動報告と
情報交換

料亭「洲さき」：高山市 会員：21名

近畿 28年
2/23（火）

兵庫 「話題の食材を使って」調理デモ、試食
　講師：金谷滋子（短大31年卒）

東灘区民センター：神
戸市

会員：32名

中国 5/24（日） 広島 「青果物の機能性表示に消費者はどう対応するか」
　講師：吉田企世子
　（女子栄養大学名誉教授、香友会会長）

広島アンデルセン：広
島市

会員：18名

四国 10/18（日） 徳島 「野菜の力で健康生活」
　講師：三浦理代
　（女子栄養大学教授、香友会副会長）

ホテルクレメント徳島
「清風」：徳島市

会員：17名

平成28年度 東北 6/11・12
（土・日）

福島 第11回食育推進全国大会視察研修
「地域の特色を生かした食育」
　講師：足立己幸（女子栄養大学名誉教授）
　　＊ブロック意見交換会

ビックパレットふくし
ま、磐梯熱海温泉「浅
香荘」：郡山市

会員：19名

北関東 9/25・26
（日・月）

群馬 「食育の考え方－理論とその展開－（私案）」
　講師：岡崎光子（女子栄養大学名誉教授）
大胡「應昌寺」にて香川昇三・綾先生墓参、他

伊香保温泉「福一」：
渋川市
應昌寺：前橋市大胡

会員：36名

中部 10/1・2（土・日） 三重 「元香友会会長　米澤亀代子氏を囲み、母校
で受けた教育を語ろう～卒寿を迎えて～」
　講師：米澤亀代子（元香友会会長）

プライムリゾート賢島
：志摩市

会員：27名

近畿 11/21（月） 兵庫 「温故知新の交差点」
　講師：山下静江（香友会会長）

神戸国際会館セミナー
ハウス：神戸市

会員：23名

中国 10/8（土） 山口 「温故知新の交差点」
　講師：山下静江（香友会会長）
　　＊ブロック意見交換会

ホテルメルパルク
HIROSHIMA：広島市

会員：14名

四国 11/23（水・祝） 香川 「食事摂取基準2015年版と改訂版『日本食品
標準成分表』の活用について」
　講師：石田裕美（女子栄養大学教授）

サンポートホール高松、
Bistro Tableau Noir（ﾋﾞ
ｽﾄﾛ ﾀﾌﾞﾛ ﾉﾜｰﾙ）：高松市

会員：15名
会員外：1名

九州 9/10（土） 熊本
福岡

青果市場セリ及び場内見学と食品衛生についての講話
「温故知新の交差点」
　講師：山下静江（香友会会長）
　　＊ブロック意見交換会

福岡市農林水産局中央
卸売市場青果市場「ベ
ジフルスタジアム」：
福岡市

会員11名

香友会支部ブロック研修会　開催一覧 ※講師敬称略。
　肩書は当時のものです。
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年　度 ブロック名 活動年月日 担当支部 内　容 開催場所 参加人数

平成29年度 南関東 9/2（土） 神奈川
埼玉

「テーブルマナー教室」
　講師：林　正一
　（香川調理製菓専門学校非常勤講師）

女子栄養大学駒込校舎
「松柏軒」：豊島区

会員：34名

北信越 10/1・2（日・月） 富山
石川
福井

「香川女子栄養短大を卒業してからの私のあゆみ」
　講師：小林好美子（短大28年卒）

庄川峡 長崎温泉
「北原荘」：南砺市

会員：21名

中部 10/14・15
（土・日）

愛知 「名古屋めしを食し食文化を知る～武士の携
帯食！兵糧丸～」
　講師：青山みどり（学部62年卒）

名古屋キャッスルプラ
ザ：名古屋市

会員：29名

近畿 10/22（日） 兵庫 「家庭で簡単にできるフランス料理」調理デモ、試食
　講師：古川瑞雄（香川調理製菓専門学校
　　　  校長・調理師科46年卒）

神戸市立東灘区民セン
ター：神戸市

会員：15名

中国 10/14（土） 岡山 「時間栄養学をふまえた食生活の実践～生活習
慣病の予防と健康的なダイエット～」
　講師：西村早苗
　（女子栄養大学准教授･学部57年卒）
　　＊中国学園大学現代生活学部共催

中国学園大学現代生活
学部、福寿司：岡山市

会員：16名
会員外：161名
（中国学園大
学現代生活学
部管理栄養士
課程学生）

四国 11/25（土） 愛媛 「香川栄養学園の今とこれから」
　講師：香川明夫（女子栄養大学学長）
　　＊ブロック意見交換会

松山全日空ホテル「雲
海」、萬翠荘：松山市

会員：16名

九州 30年
2/17・18
（土・日）

沖縄 「沖縄の食文化について」、ブクブク茶実習
　講師：安次富順子（安次富順子食文化研
　　　  究所所長･学部41年卒）
「長寿の里　大宜味村を訪ねる」
　講話：金城笑美子（短大Ⅱ44年卒）

那覇市ぶんかテンブス
館：那覇市、
「笑美の店」：大宜味村

会員：14名

平成30年度 東北 11/18（日） 岩手 「からだの中の化学」
　講師：立屋敷哲（女子栄養大学教授）

いわて県民情報交流センター
（アイーナ）：盛岡市

会員：16名
会員外：1名

南関東 31年
3/2・3
（土・日）

千葉 成田山参拝、「千葉県立房総のむら」散策、他
「千葉県の伝統郷土食について」
　講師：石川久美子（支部会員・栄養士科47年卒）

成田市および栄町周辺 会員：11名

中部 10/13（土） 山梨 山梨の『食』を学ぶ、ワイナリー見学
「発酵食品と健康の維持・増進」
　講師：奥脇義行（女子栄養大学名誉教授）

山梨県立図書館、サド
ヤワイナリー、古名屋
ホテル：甲府市

会員：35名

近畿 12/18（火） 兵庫 「スポーツ選手の栄養管理～女子栄養大学の
取り組み～」
　講師：石田裕美（女子栄養大学教授）

神戸市東灘区民セン
ター：神戸市

会員：18名

四国 31年
3/3（日）

高知 「キッチンの微生物汚染と制御」
　講師：上田成子（元女子栄養大学教授）
皿鉢料理を囲んで

クラウンパレスイン阪
急高知：高知市

会員：8名
会員外：11名

平成31・
令和元年度

北海道 8/25（日） 北海道 「魅力ある道産食材で健康寿命を延ばそう！」
　講師：荒川義人（札幌保健医療大学 保健
　医療学部 学部長）

ホテルマイステイズ 
札幌アスペン：札幌市

会員：19名

南関東 9/14（土） 東京 豊洲市場見学＆東京湾クルーズ豊洲市場内部見学（イ
ヤホンガイドレシーバー付き）、ホテルランチビュッ
フェ、水陸両用バススカイダック東京湾クルーズ

豊洲・お台場界隈 会員：16名
会員外：4名

北信越 11/30・12/1
（土・日）

新潟 糸魚川復興支援「お茶の間サロン」
体験講和「お茶の間サロン」開設報告、他

復興住宅交流スペース、
姫川温泉：糸魚川市

会員：30名

中部 10/26（土） 静岡 「女子栄養大学の今…そしてこれから」
　講師：五明紀春（女子栄養大学副学長）　
駿河湾レシピを味わう

ホテルクエスト清水：
静岡市

会員：47名

近畿 10/20（日） 兵庫 「家庭で楽しむ　おもてなし料理」
調理デモ、調理実習、試食
　講師：宮本千華子（女子栄養大学生涯学
　習講師、料理研究家・学部51年卒）

神戸市東灘区民セン
ター：神戸市

会員：26名
会員外：2名
（子ども）

中国 10/5（土） 広島 お好み焼き体験を通して広島について学ぶ お好み共和国ひろしま村、
ブルーマウンテン：広島市

会員：23名
会員外：4名

四国 令和2年
2/15（土）

徳島 「身近な食材で作るフランス料理」
調理デモ、試食
　講師：古川瑞雄
　（香川調理製菓専門学校校長）

徳島文理大学1号館4
階調理実習室：徳島市

会員：10名
会員外：16名

令和２年度 九州 5/12（日） 大分 「創立者の理念の基 学園の未来への展望と構
想を知る」 
　講師：香川明夫（女子栄養大学学長）

JR九州ホテルブラッ
サム大分：大分市

会員：20名
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